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第
一
章

通

第
一
節

電
話
の
普
及

敗
戦
後
行
政
の
複
雑
多
様
化
に
伴
い
旧
弘
形
村
内
で
は
電
話
の
必

要
性
を
叫
ぶ
声
が
高
ま
り
、
従
来
は
役
場
・
法
務
局
御
三
戸
登
記

所
・
伊
予
鉄
御
三
戸
配
電
所
・
弘
形
郵
便
局
と
、
各
四
㌔
以
内
に
四

ヶ
所
く
ら
い
、
そ
の
外
は
土
木
請
負
業
者
、
或
い
は
商
店
な
ど
が
加

入
し
て
お
る
の
み
で
、
学
校
・
農
協
・
森
林
組
合
・
神
社
・
寺
院
・

医
師
に
も
引
き
込
み
が
な
い
の
で
、
緊
急
の
火
災
そ
の
他
災
害
の
際

は
、
昔
か
ら
の
慣
習
で
警
鐘
通
報
、
戦
時
中
の
灯
火
管
制
も
そ
れ
で

村
内
に
連
絡
す
る
と
い
う
、
ま
こ
と
に
旧
態
依
然
た
る
も
の
で
あ
っ

信

た
。
そ
こ
で
村
議
会
は
条
例
を
設
定
し
て
、
松
山
市
大
洋
電
気
株
式

会
社
に
委
嘱
し
て
当
局
の
許
可
も
得
て
、
村
内
四
五
ヶ
所
へ
引
き
入

れ
た
の
で
あ
る
。
委
嘱
し
た
会
社
の
社
長
は
元
海
軍
通
信
兵
で
あ
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り
、
学
理
技
術
共
に
優
秀
な
の
と
、
責
任
感
の
強
い
人
で
終
始
誠
意

を
も
っ
て
監
督
施
行
し
て
工
事
を
進
め
て
く
れ
た
。
完
成
後
も
本
人

は
も
と
よ
り
、
社
員
を
幾
度
か
派
遣
し
て
見
廻
っ
て
貰
っ
た
。
た
だ

経
費
の
都
合
で
、
銅
線
で
は
あ
る
が
単
線
で
あ
っ
た
た
め
、
感
度
は

最
上
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
で
村
民
と
の
耳
の
連
絡
が

と
れ
て
、
民
主
化
の
第
一
歩
を
踏
み
だ
し
た
感
が
し
た
。
以
来
国
家

経
済
も
急
速
に
伸
長
し
、
久
万
町
へ
電
報
電
話
局
が
出
来
、
順
次
加

入
者
が
拡
大
さ
れ
た
が
、
最
初
は
一
ケ
村
に
二
、
三
ヶ
所
位
の
加
入

で
あ
っ
た
。
そ
の
様
な
状
況
で
あ
る
か
ら
合
併
後
も
、
昭
和
三
三
年

こ
ろ
ま
で
仕
七
川
支
所
、
中
津
支
所
ま
で
延
長
し
て
使
用
さ
れ
た

が
、
し
か
し
そ
の
維
持
管
理
は
頭
痛
の
種
で
あ
っ
た
。
村
で
交
換
手

一
名
は
常
時
必
要
と
さ
れ
、
一
度
台
風
が
襲
来
す
れ
ば
障
害
が
続
出

し
、
復
旧
に
は
数
ヶ
月
と
莫
大
な
復
旧
費
を
要
し
、
僻
地
の
通
信
連

絡
は
途
絶
え
、
一
年
中
で
完
全
に
通
話
で
き
る
の
は
わ
ず
か
で
あ
っ

た
。
こ
の
不
便
さ
を
解
消
す
る
策
と
し
て
農
村
公
衆
電
話
の
誘
致
に

努
め
、
村
内
無
電
話
部
落
の
解
消
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
三
五
年
末
に
於
い
て
各
部
落
に
公
衆
電
話
並
び
に
一
般
電
話

が
架
設
さ
れ
た
結
果
、
昭
和
一
八
年
か
ら
使
用
さ
れ
た
村
内
電
話

は
、
昭
和
三
六
年
二
月
に
全
村
廃
止
と
き
め
て
、
す
べ
て
撤
去
し

た
。そ

の
後
、
通
信
事
業
は
目
ざ
ま
し
い
発
達
を
遂
げ
た
。
経
済
の
高

度
成
長
と
生
活
の
高
度
化
に
ょ
り
情
報
化
時
代
を
迎
え
る
。
典
型
的
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な
過
疎
地
域
の
美
川
村
で
は
、
足
と
目
と
耳
の
確
保
は
合
併
当
初
か

ら
の
悲
願
と
も
言
え
た
が
、
昭
和
四
五
年
法
律
第
三
一
号
過
疎
地
域

対
策
緊
急
措
置
法
が
制
定
さ
れ
、
美
川
村
に
於
い
て
も
振
興
五
ケ
年

計
画
の
策
定
に
ょ
り
、
過
疎
債
に
ょ
る
通
信
施
設
整
備
事
業
と
し

て
、
地
域
集
団
電
話
が
計
画
さ
れ
た
。
同
年
六
月
よ
り
電
々
公
社
が

数
度
に
亘
り
現
地
調
査
を
行
な
い
、
架
設
可
能
と
な
っ
た
が
、
過
疎

億
の
借
入
は
不
能
と
な
っ
た
の
で
、
同
四
六
年
二
月
緊
急
議
員
協
議

会
及
び
組
長
会
を
開
催
し
、
趣
旨
説
明
並
び
に
過
疎
億
に
代
る
村
費

支
出
の
基
本
方
針
が
決
ま
り
、
昭
和
四
六
年
度
全
戸
加
入
促
進
を
目

標
に
地
域
集
団
電
話
の
架
設
事
業
に
着
手
し
た
。
住
民
に
限
り
加
入

料
三
〇
〇
円
、
工
事
費
一
万
円
の
補
助
負
担
を
決
定
し
、
補
助
金
総

額
八
〇
二
万
一
、
七
〇
〇
円
を
支
出
し
、
住
民
の
負
担
は
軽
減
さ
れ

て
八
〇
七
台
、
総
工
事
費
一
億
三
、
五
〇
〇
万
円
で
、
既
設
加
入
を

合
す
と
全
戸
数
の
八
二
%
の
高
普
及
率
と
な
り
、
昭
和
四
七
年
三
月

一
五
日
午
前
一
一
時
開
通
し
た
。
開
通
祝
賀
会
は
松
友
副
知
事
、
愛

媛
電
気
通
信
部
長
ら
多
数
の
来
賓
と
、
村
内
関
係
者
に
ょ
っ
て
盛
大

に
挙
行
さ
れ
、
僻
地
ヨ
ラ
キ
レ
の
二
宮
敏
雄
と
の
記
念
通
話
を
行
な

っ
た
。
開
通
を
喜
ぶ
本
人
の
声
が
会
場
に
流
れ
て
印
象
的
で
あ
っ

た
。

ダイヤル式電話切替式

電
話
の
高
度
普
及

に
よ
っ
て
、
村
内
ほ

と
ん
ど
の
家
庭
に
電

話
が
つ
き
便
利
に
な

っ
た
が
、
更
に
都
会

な
み
の
合
理
化
(
ダ

イ
ヤ
ル
化
)

を
目
途

に
電
気
通
信
部
へ
猛

陳
情
を
続
け
た
結

果
、
美
川
局
・
仕
七

川
局
管
内
は
昭
和
四

八
年
一
一
月
三
〇
日
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午
後
三
時
を
期
し
て

ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
に
切
換
え
ら
れ
た
。
残
る
柳
谷
局
管
内
も
昭
和
四

九
年
一
一
月
末
に
は
ダ
イ
ヤ
ル
化
さ
れ
た
。
本
村
の
電
話
普
及
度
は

県
下
で
も
高
い
方
で
、
通
信
施
設
は
完
全
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
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第
二
節

郵

便

事

業

一
、
美
川
郵
便
局

新
村
の
発
足
に
よ
り
、
美
川
村
は
弘
形
郵
便
局
・
仕
七
川
郵
便
局

・
柳
谷
郵
便
局
の
三
局
が
郵
便
業
務
を
受
持
つ
こ
と
ゝ
な
っ
た
。
そ

の
結
果
、
中
心
の
弘
形
郵
便
局
を
昭
和
一
三
年
二
月
に
「
美
川
郵
便

局
」
と
改
称
し
た
。
そ
の
後
、
美
川
村
役
場
付
近
に
村
の
機
関
の
す

局便郵
"
"
〇
〇
月
一美

べ
て
が
揃
う
こ
と
が
村
民
に

便
利
で
あ
る
の
で
上
黒
岩
御

三
戸
の
現
在
地
に
土
地
一
〇

〇
坪
を
購
入
し
て
建
物
五
〇

坪
の
局
舎
を
新
築
し
、
昭
和

四
三
年
四
月
に
移
転
し
た
。

郵
便
区
内
人
口
は
二
、
五
〇

〇
人
、
世
帯
数
六
五
〇
世

帯
、
面
積
五
七
平
方
㌔
で
あ

る
。
郵
便
区
は
四
区
で
あ

り
、
す
べ
て
機
動
化
し
、
外

務
員
五
名
が
集
配
に
従
事
し
、
保
険
貯
金
業
務
に
は
外
務
員
二
名
が

従
事
し
て
い
る
。
他
に
電
報
速
達
は
請
負
者
が
行
っ
て
い
る
。
郵
便

売
さ
ば
き
所
は
区
内
に
一
二
ヶ
所
あ
っ
て
、
村
民
の
便
利
を
計
っ
て

い
る
。
電
話
は
全
区
に
普
及
し
、
電
話
数
は
一
般
加
入
電
話
二
二
七

個
、
地
域
電
話
三
一
〇
個
合
計
四
四
七
個
、
交
換
台
二
台
で
あ
る
。

郵
便
事
務
は
郵
便
・
貯
金
・
保
険
・
電
話
・
放
送
な
ど
で
局
長
以
下

二
一
名
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
村
全
体
が
過
疎
の
た
め
、
昭
和
四
八

年
二
月
に
郵
便
集
配
区
は
三
区
に
改
正
に
な
り
、
ま
た
一
一
月
に
は

電
話
が
自
動
式
と
な
っ
て
局
員
も
減
少
し
、
現
在
は
局
長
以
下
一
二

名
と
な
っ
た
。
然
し
郵
便
事
業
は
年
々
増
加
し
て
お
り
美
川
村
の
経

済
と
文
化
の
面
で
寄
与
す
る
所
が
多
い
。

美
川
郵
便
局
歴
代
局
長

初

代

戒

二

代

森

三

代

藤

現

在

藤

田

久

延

岡

牛
五
郎

田

豊

蔵

田

辰

雄

二
、
仕
七
川
郵
便
局

町
村
合
併
に
ょ
り
横
谷
部
落
は
久
万
局
へ
、
程
野
部
落
が
美
川
局
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か
ら
移
管
さ
れ
、
人
口
二
、
六
六
八
人
・
世
帯
数
六
九
八
世
帯
・
面

積
四
七
平
方
㌔
を
四
区
と
し
て
い
る
。
外
務
員
八
名
が
日
々
集
配
、

貯
金
保
険
集
金
・
電
報
速
達
配
達
に
従
事
、
す
べ
て
機
動
化
し
、
夜

間
並
び
に
日
躍
休
日
の
電
報
速
達
の
配
達
は
請
負
者
で
行
わ
れ
て
い

る
。
郵
便
物
の
逓
送
は
人
夫
逓
送
か
ら
乗
合
自
動
車
託
送
と
な
っ
て

三
三
年
間
も
行
わ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
四
七
年
九
月
に
待
望
の
日
本

運
送
便
に
ょ
る
赤
い
郵
便
車
の
運
行
が
開
始
さ
れ
て
一
日
速
い
郵
便

物
の
配
達
と
な
っ
た
。
電
話
に
つ
い
て
は
昭
和
八
年
に
開
始
さ
れ
二

局便郵-
1七仕

加
入
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

順
次
普
及
し
昭
和
四
六
年
に

は
村
当
局
に
ょ
り
区
内
地
集

電
話
二
七
四
個
の
新
設
を
み

て
、
昭
和
四
八
年
一
一
月
に

は
加
入
者
数
四
〇
一
個
と
驚

く
べ
き
交
換
業
務
と
な
り
定

員
も
一
七
名
と
な
っ
た
。
区

内
の
人
口
・
戸
数
は
年
々
過

疎
化
の
現
象
を
た
ど
り
、
昭

和
四
七
年
九
月
集
配
区
は
一

区
減
と
な
り
三
区
に
な
っ
た
。
昭
和
四
八
年
二
月
に
は
四
〇
年
間

に
わ
た
る
電
話
交
換
業
務
も
ダ
イ
ヤ
ル
化
の
た
め
久
万
電
報
電
話
局

に
集
中
さ
れ
、
局
員
も
局
長
以
下
一
三
名
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
郵
便
事
業
は
経
済
界
の
変
動
と
文
化
の
進
歩
に
と
も
な
い
、
郵
便

物
も
年
毎
に
そ
の
数
を
増
し
、
切
手
売
さ
ば
き
所
も
八
ヶ
所
に
増
設

し
て
「
文
化
の
里
」
美
川
村
の
発
展
と
区
内
住
民
に
常
に
安
定
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
行
な
っ
て
い
る
。

歴

代

局

長

初

代

黒

川

芳

徳

二

代

新

谷

米
三
郎

一
二

代

新

谷

喜
三
郎

四

代

古

川

鹿
太
郎

五

代

古

川

通

董

現

在

菅

甲

子

良
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三
、
柳
谷
郵
便
局

明
治
一
四
年
一
月
に
郵
便
配
達
事
務
が
開
始
さ
れ
、
柳
谷
村
と
中

津
村
が
郵
便
集
配
区
域
に
な
っ
た
。
町
村
合
併
に
よ
り
中
津
村
は
二

つ
に
分
割
さ
れ
、
黒
藤
川
・
二
箆
・
沢
渡
は
美
川
村
と
な
っ
た
が
郵



局便郵谷柳

便
集
配
事
務
は
柳
谷
郵
便
局

が
行
っ
て
い
る
。

明
治
四
二
年
一
月
電
信
事

務
が
開
始
さ
れ
、
旧
中
津
村

の
黒
藤
川
・
二
箆
及
び
旧
弘

形
村
の
日
野
浦
全
域
が
受
持

区
域
に
指
定
さ
れ
た
。
こ
の

電
信
事
務
は
合
併
後
も
変
り

な
く
残
っ
て
い
る
。

昭
和
五
年
三
月
、
電
話
交

換
事
務
が
開
始
さ
れ
柳
谷
村

役
場
と
中
津
役
場
に
加
入
電
話
が
出
来
た
。
農
村
に
お
け
る
電
話
の

普
及
は
お
く
れ
て
い
た
が
、
農
村
公
衆
電
話
法
や
公
衆
電
話
法
に
よ

信

り
昭
和
三
二
年
一
二
月
、
特
別
区
域
で
あ
る
美
川
村
日
野
浦
地
区
の

本
田
茂
・
坪
内
益
美
宅
に
農
村
公
衆
電
話
が
設
置
さ
れ
、
続
い
て
美

第1章 通

川
ス
キ
ー
場
、
山
口
静
馬
外
八
人
の
宅
に
順
次
指
定
開
通
し
、
こ
れ

に
伴
う
増
設
加
入
の
道
が
開
か
れ
、
多
数
共
同
電
話
で
利
便
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
四
七
年
三
月
に
日
野
満
地
区
・
黒
藤
川
地
区
に
柳
谷
局
地
域

集
団
電
話
二
二
四
加
入
が
美
川
村
の
事
業
と
し
て
開
通
し
て
、
美
川

地
区
の
電
話
加
入
事
業
は
大
き
く
発
展
す
る
こ
と
ゝ
な
っ
た
。

昭
和
四
九
年
一
一
月
に
電
話
事
務
は
大
き
く
変
動
を
来
た
し
、
郵

便
局
扱
い
が
電
信
電
話
公
社
に
自
動
改
式
さ
れ
て
ダ
イ
ヤ
ル
式
に
変

り
、
郵
便
局
も
村
境
も
な
く
全
国
即
時
通
話
の
便
利
な
も
の
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
美
川
村
内
に
あ
る
受
持
区
域
の
郵
便
集
配
と
電
信
事

務
は
柳
谷
郵
便
局
の
扱
い
と
し
て
残
り
、
美
川
村
発
展
向
上
の
た
め

寄
与
し
て
い
る
。

歴

代

局

長

初

代

梅

木

廉

蔵

二

代

梅

木

静
一
郎

一
二

代

亀

井

薮

武

四

代

佐

伯

義
一
郎

局
長
心
得
兼
務
逓
信
局
奮
詑
官

五

代

松

崎

貞
太
郎

六

代

鶴

井

浅
次
郎

局
長
心
得
兼
務
郵
政
事
務
官

七

代

岩

市

由

春

現

在

岩

市

由

春
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第
二
車

生

活

向

上

第
一
節

無
電
灯
部
落
の
解
消

発
電
施
設
が
村
内
及
び
隣
村
に
あ
っ
て
文
化
的
な
生
活
が
保
障
さ

れ
る
時
代
に
、
村
内
に
は
無
電
灯
部
落
が
数
部
落
あ
っ
た
。
村
は
重

要
施
策
と
し
て
点
灯
事
業
の
推
進
を
図
り
、
国
・
県
・
村
の
助
成
と

受
益
者
の
一
部
負
担
と
に
ょ
っ
て
無
電
灯
部
落
の
解
消
に
努
め
た
。

昭
和
三
四
年
、
大
字
黒
藤
川
長
崎
部
落
一
八
戸
は
小
規
模
な
水
力

自
家
発
電
を
戦
時
中
か
ら
維
持
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を
四
国
電
力
に

切
換
え
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
要
望
が
強
く
、
村
で
努
力
を
は
ら
っ

た
結
果
、
負
担
な
し
に
全
戸
編
入
切
換
え
が
実
現
し
た
。
自
家
発
電

で
は
ラ
ン
プ
程
度
の
明
る
さ
で
あ
り
、
子
供
の
勉
強
に
も
差
支
え
、

新
聞
も
読
め
な
か
っ
た
不
便
が
こ
れ
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
た
。

昭
和
三
五
年
度
、
大
川
木
地
部
落
六
戸
を
対
象
に
無
電
灯
地
域
解

消
事
業
と
し
て
、
県
・
村
の
補
助
金
交
付
に
ょ
り
実
施
さ
れ
た
。

事
業
費
総
額

地
元
受
益
者
負
担
金

二
八
万
九
、
二
四
一
円

一
八
万
二
、
六
四
一
円

昭
和
三
七
年
度
、
東
川
中
村
山
地
区
二
〇
戸
・
丸
山
開
拓
部
落
一

三
戸

事
業
費
総
額

地
元
受
益
者
負
担
金

三
五
万
九
、
六
二
九
円

一
二
万
七
、
七
六
〇
円
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昭
和
四
〇
年
度
、
黒
藤
川
長
崎
信
木
地
区
五
戸

事
業
費
総
額

一
〇
〇
万
円

地
元
受
益
者
負
担
金

四
五
万
円

昭
和
四
四
年
度
、
黒
藤
川
長
崎
部
落
ヨ
ラ
キ
レ
地
区
七
戸

事
業
費
総
額

五
二
一
万
二
、
〇
〇
〇
円

地
元
受
益
者
負
担
金

一
九
五
万
四
、
〇
〇
〇
円

以
上
の
事
業
実
施
に
よ
っ
て
本
村
内
集
落
地
に
於
け
る
無
電
灯
は

全
面
的
に
解
消
さ
れ
、
希
望
に
み
ち
た
文
化
生
活
と
豊
か
な
村
造
り

へ
一
段
と
飛
躍
し
た
の
で
あ
る
。

第
二
節

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
局
の
誘
致

昭
和
三
五
年
頃
か
ら
テ
レ
ビ
の
普
及
が
急
カ
ー
ブ
で
上
昇
を
示
し

て
き
た
が
、
本
村
で
は
鮮
明
な
映
像
を
求
め
る
に
は
遠
方
よ
り
電
波

を
と
る
共
聴
設
備
が
必
要
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
難
視
聴
部
落
で
は

過
疎
対
策
事
業
と
し
て
補
助
を
う
け
て
共
聴
施
設
を
設
置
し
た
が
、



上向活第2草 生

維
持
管
理
費
の
増
大
で
中
継

局
の
設
置
が
急
務
と
さ
れ
陳

情
要
請
の
結
果
、
ま
ず
N
H

K
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
局
の
誘
致

に
成
功
し
た
。
場
所
は
美
川

村
の
通
称
赤
蔵
が
池
山
系
、

標
高
一
、
〇
〇
〇
㍍
で
県
内

の
局
で
は
一
番
高
い
山
の
上

の
放
送
局
で
あ
る
が
、
県
道

か
ら
山
頂
の
テ
レ
ビ
局
ま

で
、
延
長
三
、
九
〇
〇
㍍
の

NHK美川テレビ中継局黒藤川中継局

と
し
て
は
、
は
じ
め
柳
谷
村
と
の
併
設
局
を
考
え
て
い
た
が
、
地
理

的
条
件
に
制
約
さ
れ
て
単
独
設
置
と
な
っ
た
。

引
き
続
き
民
放
テ
レ
ビ
局
の
誘
致
に
努
め
、
ま
ず
テ
レ
ビ
愛
媛
と

の
交
渉
で
工
事
費
(
設
備
費
)

の
二
年
間
立
て
替
え
を
条
件
と
し
て

早
期
化
が
実
現
し
、
N
H
K
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
局
と
同
地
点
に
開
設
さ

れ
た
。
テ
レ
ビ
愛
媛
は
昭
和
四
八
年
八
月
九
日
開
局
と
な
っ
た
。
立

替
金
は
、
村
一
般
会
計
よ
り
三
三
万
二
、
〇
〇
〇
円
支
出
さ
れ
昭

車
道
は
村
に
お
い
て
開
設
し
た
。
開
局
は
昭
和
四
二
年
二
一
月
一
七

日
、
こ
れ
に
よ
っ
て
美
川
村
六
二
〇
世
帯
、
久
万
町
三
八
〇
世
帯
合

せ
て
約
一
、
〇
〇
〇
世
帯
が
鮮
明
な
画
像
の
テ
レ
ビ
放
送
を
見
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
こ
の
中
継
局
で
は
聴
視
範
囲
に
入
ら
な
い
黒
藤
川
地
域

と
、
日
野
清
栄
重
地
域
の
難
視
聴
約
二
〇
〇
世
帯
か
ら
の
強
い
要
望

も
あ
っ
て
、
集
落
の
向
い
側
に
当
る
通
称
ユ
カ
タ
山
の
高
地
に
黒
藤

川
中
継
局
を
完
成
し
て
、
昭
和
四
七
年
八
月
二
九
日
開
局
し
た
。
局

和
五
〇
年

一
二
月
二

五
日
ま
で

無
利
子
の

立
替
で
あ

る
。
テ
レ

ビ
愛
媛
局

併設のテレビ愛媛南海放送中継局

の
開
設
が
促
進
剤
と
な
っ
て
南
海
テ
レ
ビ
も
開
設
が
決
定
し
た
。
こ

れ
は
村
の
立
替
金
な
く
し
て
約
一
ケ
月
後
の
同
年
九
月
二
五
日
開
局

さ
れ
た
。
こ
れ
で
美
川
村
で
は
す
べ
て
の
テ
レ
ビ
中
継
局
が
完
備
さ

れ
、
鮮
明
な
画
像
の
テ
レ
ビ
放
送
が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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第
三
章

町

村

計

画

第
一
節

美
川
村
振
興
計
画

一
、
そ

の

日

的

昭
和
四
六
年
六
月
に
、
美
川
村
総
合
開
発
審
議
会
条
例
が
公
布
施

行
さ
れ
、
村
議
会
議
員
・
教
育
委
員
及
び
教
育
関
係
者
・
農
業
委
員

・
村
内
公
共
団
体
役
職
員
・
内
水
面
漁
業
代
表
者
・
民
生
委
員
・
老

人
ク
ラ
ブ
・
部
落
長
又
は
組
長
・
学
識
経
験
者
の
中
か
ら
任
命
さ
れ

た
委
員
三
〇
人
で
組
織
さ
れ
る
審
議
会
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
目
的

は
美
川
村
の
振
興
の
基
本
構
想
の
樹
立
と
、
こ
れ
に
基
づ
く
総
合
開

発
と
住
民
福
祉
の
向
上
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
審
議
会
に
は
、
交
通
通

信
体
系
部
会
・
教
育
文
化
部
会
・
生
活
環
境
等
厚
生
部
会
・
農
林
水

産
業
部
会
・
集
落
整
備
部
会
、
そ
し
て
行
財
政
合
理
化
部
会
の
六
つ

の
部
会
が
お
か
れ
た
。
そ
し
て
事
務
局
を
企
画
課
に
お
い
た
。

二
、
計
画

の
概
要

こ
の
振
興
計
画
は
、
同
審
議
会
の
総
会
・
部
会
で
審
議
さ
れ
た
基

本
的
な
確
認
事
項
を
土
台
に
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
、
総
論
・
村
の

概
要
・
基
本
構
想
・
基
本
計
画
・
実
施
計
画
の
五
つ
の
章
に
編
成
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
全
文
を
紹
介
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
、
第

三
章
の
基
本
構
想
ま
で
の
概
要
に
と
ど
め
る
。

先
ず
第
一
章
の
総
論
で
は
、
目
的
・
性
格
及
び
計
画
期
間
に
つ
い

て
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

計
画
策
定
の
目
的

近
年
社
会
経
済
の
情
勢
は
著
し
く
変
動
し
、

い
わ
ゆ
る
大
都
市
に
お
け
る
過
密
の
問
題
と
併
行
し
て
後
進
地
域
の

過
疎
の
問
題
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
過
疎
地
域

に
あ
っ
て
は
経
済
活
動
が
裏
返
し
、
教
育
・
医
癒
・
消
防
等
の
生
活

基
盤
の
維
持
さ
え
も
困
難
を
き
た
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
で
社
会
基
盤
施
設
の
充
実
を
図
り
、
産

業
基
盤
を
整
備
し
っ
つ
、
生
活
環
境
対
策
等
の
社
会
経
済
情
勢
の
推

移
と
と
も
に
、
新
た
に
要
請
さ
れ
る
諸
々
の
施
策
を
推
進
す
る
た
め

に
は
、
相
互
に
調
和
の
と
れ
た
施
策
が
要
求
さ
れ
、
こ
こ
に
行
政
の

総
合
的
、
か
つ
計
画
的
な
運
営
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
本
計
画

は
、
長
期
的
・
総
合
的
な
視
野
に
た
っ
た
美
川
村
の
開
発
、
振
興
の

機
軸
を
明
ら
か
に
し
、
住
民
・
民
間
団
体
の
協
力
の
も
と
に
、
村
ぐ
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画計村第3章 町

る
み
で
明
る
く
住
み
よ
い
村
を
建
設
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

計
画
の
性
格

こ
の
計
画
は
、
国
・
県
の
長
期
開
発
計
画
と
の
調

整
を
は
か
り
つ
つ
美
川
村
の
社
会
経
済
・
自
然
等
の
現
象
を
考
慮

し
、
産
業
構
造
・
経
済
規
模
を
想
定
し
な
が
ら
、
将
来
の
目
標
・
発

展
の
方
向
づ
げ
を
お
こ
な
っ
た
も
の
で
、
本
村
行
財
政
運
営
の
根
幹

と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
情
勢
の
変
動
に
よ
り
、
計
画
内
容
が
実

情
に
マ
ッ
チ
し
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
必
要
に
応
じ
改
訂
し
て
弾
力

的
な
運
用
を
は
か
る
。

計
画
の
構
成
お
よ
び
計
画
期
間

基
本
構
想
は
、
村
の
将
来
の
目

標
と
目
標
達
成
の
た
め
の
基
本
的
施
策
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
計

画
期
間
は
、
昭
和
四
八
年
度
を
基
準
年
次
と
し
、
昭
和
五
七
年
度
ま

で
の
一
〇
年
間
と
す
る
。

基
本
計
画
は
、
基
本
構
想
実
現
の
た
め
の
根
幹
と
な
る
事
業
計
画

を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
期
間
は
昭
和
四
八
年
度
か
ら
昭
和
五
二
年

度
ま
で
の
五
年
間
と
す
る
。

実
施
計
画
は
、
基
本
計
画
を
具
体
化
す
る
も
の
で
、
根
幹
事
業
の

実
施
年
次
計
画
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
計
画
期
間
は
三
ヶ
年
と

し
、
毎
年
度
向
こ
う
三
ヶ
年
を
基
幹
と
す
る
ロ
ー
リ
ン
グ
方
式
と
す

る
。

第
二
章
村
の
概
要
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
現
状
と
問
題
点
を
徹

底
的
に
さ
ら
け
出
し
、
そ
の
事
実
を
認
識
し
、
第
三
章
基
本
構
想
樹

立
の
ふ
み
台
と
し
た
。

第
三
章
の
基
本
構
想
は
、
美
川
村
の
将
来
像
と
そ
の
実
現
手
段
で

あ
る
施
策
の
大
綱
か
ら
な
る
。
そ
し
て
、
本
構
想
は
、
地
方
自
治
法

第
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
四
七
年
六
月
一
〇
日
(
第
一

一
九
回
定
例
議
会
)

に
議
決
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
将
来
像
の
な
か

で
は
、
『
大
師
と
伝
説
と
ゲ
レ
ン
デ
と
、
ヤ
ン
グ
か
ら
オ
ー
ル
ド
に

愛
さ
れ
る
村
』
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
四
国
霊
場
第
四
十
五
番

札
所
岩
屋
寺
周
辺
と
、
赤
蔵
ケ
池
・
猿
楽
を
ふ
く
め
る
一
帯
、
そ
し

て
大
川
嶺
・
四
国
カ
ル
ス
ト
を
拠
点
と
し
た
自
然
保
護
と
調
和
の
と

れ
た
総
合
的
開
発
を
完
成
し
て
、
広
域
観
光
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
四

国
の
屋
根
に
お
け
る
雄
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
素
晴
ら
し
い
観
光
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
基
地
と
し
て
諸
人
に
愛
さ
れ
る
村
に
な
ろ
う
と
し
て
い

る
。施

策
の
大
綱
と
し
て
は
、
先
ず
第
一
に
基
礎
的
条
件
の
整
備
と
し

て
、
生
活
圏
を
設
定
し
て
合
理
的
な
施
設
配
置
を
お
こ
な
い
、
土
地

利
用
計
画
を
樹
て
、
水
資
源
の
開
発
を
お
こ
な
う
い
っ
ほ
う
、
交
通

通
信
網
の
整
備
と
と
も
に
、
上
浮
穴
郡
(
第
二
次
生
活
圏
)
共
同
に
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よ
る
常
備
消
防
の
設
置
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
消
防
防
災
シ
ス
テ
ム
の
確

立
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
住
宅
・
水
道
・
清
掃
施
設
・
公
園
・
自
然
保
護
な
ど
を

含
め
た
生
活
環
境
の
整
備
に
ふ
れ
、
第
三
に
保
健
医
嬢
の
充
実
、
第

四
は
社
会
福
祉
充
実
の
た
め
の
施
策
と
し
て
、
児
童
福
祉
・
老
人
福

祉
・
心
身
障
害
者
福
祉
・
母
子
福
祉
な
ど
の
一
そ
う
の
強
化
を
は
か

り
、
第
五
と
し
て
全
人
教
育
・
生
涯
教
育
の
実
施
に
よ
っ
て
教
育
文

化
の
向
上
を
ね
ら
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
産
業
の
振
興
を
第
六
で
と
り

あ
げ
て
い
る
。
ま
ず
農
業
に
お
い
て
は
、
自
立
経
営
の
可
能
性
と
限

界
を
見
極
め
つ
つ
、
農
家
の
安
定
成
長
を
は
か
る
た
め
、
専
業
農
家

の
育
成
・
兼
業
農
家
の
保
護
と
離
農
転
職
者
の
援
助
、
都
会
人
の
希

望
に
応
じ
て
農
村
生
活
を
提
供
で
き
る
観
光
農
業
の
振
興
、
そ
し
て

広
域
農
業
化
の
推
進
で
あ
る
。
林
業
は
新
建
材
に
対
抗
す
る
た
め
、

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
し
た
良
材
産
出
、
そ
の
対
策
と
し
て
林
道
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
整
備
・
団
地
化
・
建
築
様
式
の
変
化
に
対
処
し
う
る
シ
ス
テ

ム
化
、
交
換
分
合
等
に
ょ
る
合
理
化
・
作
業
の
機
械
化
・
協
業
化
、

さ
ら
に
は
林
業
団
体
の
広
域
合
併
に
よ
る
組
織
力
の
強
化
と
林
業
金

融
の
改
善
を
は
か
り
な
が
ら
、
長
期
的
な
視
点
か
ら
計
画
的
培
養
を

推
進
す
る
い
っ
ほ
う
、
花
木
、
椎
茸
な
ど
観
光
に
結
び
つ
い
た
林
産

物
の
振
興
を
は
か
り
た
い
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
商
工
業
・
観
光
に

お
よ
ん
で
い
る
が
、
人
間
疎
外
の
大
都
市
か
ら
自
然
を
求
め
て
訪
れ

る
ひ
と
び
と
に
、
安
ら
ぎ
を
あ
た
え
る
観
光
農
林
業
の
開
発
を
め
ざ

し
て
い
る
。
最
後
に
、
第
七
と
し
て
、
行
財
政
の
合
理
化
の
た
め
に

行
政
事
務
お
よ
び
機
構
の
簡
素
合
理
化
・
人
事
管
理
お
よ
び
定
員
管

理
の
適
正
化
・
公
務
能
率
の
向
上
と
行
政
経
費
の
節
約
・
合
理
化
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
本
構
想
の
目
標
達
成
に
必
要
と
す
る
巨
額
の

財
源
確
保
の
た
め
に
消
費
的
経
費
の
節
減
と
投
資
的
経
費
の
増
額
に

つ
と
め
、
弾
力
的
財
政
構
造
に
よ
っ
て
、
よ
り
健
全
化
を
は
か
り
た

い
と
結
ん
で
い
る
。

以
上
が
概
要
で
あ
る
が
、
計
画
は
そ
れ
を
つ
く
る
こ
と
自
体
が
目

的
で
な
く
、
そ
れ
に
添
っ
て
行
政
運
営
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
目
標
が

達
成
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
意
義
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
本
計
画
の
実

効
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
計
画
を
尊
重
し
、
こ
れ
に

基
づ
い
て
行
政
を
執
行
す
る
と
い
う
姿
勢
と
体
制
の
整
備
が
必
要
で

あ
る
。
二
〇
年
誌
が
刊
行
さ
れ
る
前
年
が
本
構
想
実
施
計
画
の
初
年

次
で
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
一
〇
年
に
期
待
が
も
た
れ
る
。
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